
平成11年度調査
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平成11年度調査

.生

黄福色土 (黄色土含む、白色■・橙色土少二含 む)

褐色土 (炭やや多めに含む、焼土晩・炉壁 礫少量合む)

淡灰獨色■ (炭・焼土少量含む)

淡灰褐色積質土 (炭含む、酸化鉄土粒少二含む、炉壁・礫・被熟礫多 く含む)

資灰掲色土 (炭粒・赤褐色酸化鉄上粒合む)

黄白色砂質土 (橙褐色酸化鉄■粒合む)

淡青灰魯砂質土

94暗灰掲色土 (黄色土含 む)

35灰黄色砂質上
96激灰掲色上
37橙彊色上 (白 色土小プロック径～20mm多 め、淡渇色土径～10mm多 めに含む)

38橙撮色砂質土 (白色土小ブロック径～20mmや や多め、淡掲色土径～ 8mmや や多めに含む)

39明橙掲色土 (aフ層より暗め、白0■盗～10mm多 め、褐色土～淡褐色土径～ 8 rnm多 めに合む)

40暗掲色土 (黄白色土径～10mm多 めに含む、黒色酸化鉄多めに合む、しまる)

41橙灰a土 (白 色土径～ 5mm含む、贈灰褐色土含む)

42激責色土 (白 色上径～iOmmや や多めに含む)

43橙褐色土 (粒子の細かい土にやや粗い砂少二含む)

44滅橙灰色土 (白色土ブロック径～80mm合 む)

45橙色砂 (粒子組い)

46灰 白色砂質土 (組い砂 IIt含 む)

47褐色粘質■
48灰 白色砂質土 (ItttltHか い)

50橙色砂質■ と灰色砂質■の混合
51明禍色土 (皓灰色土径～aomm多 く含む、費白色上・白色土径～20mm少 量合む、砂粒合む)

52橙褐色土 (白 色主径～15mm・ 褐色土径～ЭOmm多 く合む)

53淡灰橙色砂質土 (灰色土 費色土径～10mm少 二ずつ合む)

54灰 白色土 (灰色土径～30mmや や多めに含む)

55淡黄灰色砂質土 (灰色土径～15mm含 む、白色上径～ 7mm少二合む)

56掲色粘質土 (炭少二含む)

57激灰色土 (炭少二合む、やや粘 りあり)

58白色砂 (殺子糧い)

59淡黄色■ (やや砂質、白色土径～10mm少 量含む)

St黄青灰色土 (白 色土径～iOmm合 む)

10灰掲色粘上 (炭・酸イヒ鉄土粒含む)

11黒灰色粘上 (炭少量合む)

12灰 白色■ (白 色上小ブロック径～ amm多 く、灰色土小ブロック径～ 8mm多 く合む、橙3■粒含む)

13灰黄色■ (白 色土径～ 5mm含む、灰色土多めに含む)

14黄 白色土 (白 色土径～iOmm含 む、橙色土池含 む)

iS淡褐色土 (炭多 く含む、礫含む)

16浚黄灰色土
17浚灰色■ (白 色上径～10mm少 豊、炭少二含む)

18淡褐色土 (白 色土小ブロック径～20mm多 く合む、黄色上少二含む)

19浚 白色土 (白 色土小ブロック径～10mm多 く合む、掲色酸化鉄土粒多 く含む、炭・焼■種少量合む、やや粘りあり)

20浚黄色土 (白 色土粒・褐色上粒合む)

21暗黄色土 (灰掲色土まじり)

22淡黄色上
29暗灰黄色土
24黄掲色■ (灰褐色土含む)

25暗責色■ (暗医褐色土多 くまじる、21層 より暗め)

26明責0砂質土
27黄灰こ■ (白色～淡費色土粒含む)

20灰資色土 (白 色土小ブロック径～ 5mm多め、掲色土径～15mm多 めに含む)

29暗灰橙魯土 (白 色土小ブロック径～,Omm少 二、灰色土～禍色土径～10mm多 めに含む)

911黄 白色土 (白 色土径～10mm、 灰色土径～10mmや や多めに合む、酸イし鉄含む)
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酸化鉄沈着

黄掲色上 (白 色上径～10mm・ 炭・酸化鉄それぞれ少二含む)

明福色土 (遺構覆■か ?)

第60図 3-B地区 。SE03(1:20、 1:40)
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SK02 SK05

平成11年度調査

9.7m止

9,7m

暗掲色上

(黄褐色土ブロック・炭化物含む)

黄褐色土

灰色土

暗褐色土 (灰色土含む)

ャ SK123

1 暗掲色土

2灰自色粘質土 (炭化物・暗掲色土含む)

3暗掲色土 (黄掲色ブロック含む)

4暗掲色土 (灰色土含む)

0は中世土師器同一個体
1 にぶい黄褐色土
2にぶい黄褐色土

(黄褐色土・黄掲色砂含む)

SK149

2にぶい黄掲色土 (黄褐色土ブロック含む)

3にぶい黄褐色土 (粘性あり)

4灰色土

| ド

―
Ｉ
Ｉ
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≡．ｏ
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9,9m―

洲珠

　

一９
．
９ｍ

10.3m一

SK63
灰褐色土 (灰色土・黄褐色上小ブロック・炭化物含む)

灰掲色土 (灰色土・橙色土ブロック含む)

黄褐色土 (灰掲色土・灰自色土小ブロック・炭化物合む)

灰褐色土 (灰 白色土ブロック合む)

灰色土ブロック十橙色土+責色土 (し まる)

灰褐色土 (炭・焼土含む)

暗灰褐色土

暗褐色上 (炭含む)

黒褐色土 (炭合む)

黒褐色土 (黄灰色土合む)

黄灰褐色土暗灰色粘質土

SK50
,灰褐色土 (炭・焼土含む)

2灰色土 (炭含む)

3暗掲色土 (炭含む)

4黒掲色土 (炭含む)

2m

0は中世土師器

2  ~~~~

灰褐色土

暗掲色土 (炭含む)

黄掲色土

SK50

|
|

A・ BttSK(1:40)SK02、

10,lm

●はFE石

SK149、 SKl16、 SK63、 SK50の明朝体の数は第76図の遺物実測図の番号と対応する。

黄灰褐色土 (黄色土ブロック含む)

第61図  3-B地区、
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平成■年度調査

●は珠洲
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1 暗褐色土 (炭含む)

2灰掲色土

●は預氏石

●は中世土師器

SK178

SK308                  8

●はすべて銭貨 フ淡青灰色土 (灰味強い、炭化物多く含む)

8明褐灰色砂質土

9灰色土 (黄色土大ブロック含む)

10黄灰色土 (炭化物含む)

11暗褐灰色土 (や や砂質)

1晴褐灰色上(黄褐色土ブロック含む)4極 暗掲色土 (灰色土ブロック含む)

2暗掲色土 (黄掲色土ブロック含む) 5黄 掲色土

3灰掲色砂質± 6褐 灰色土 (灰色土ブロック含む)

ア褐灰色± 8黄 掲色砂質上

●は珠洲

9.90                                9.90m

一
〇
・〇
〇
ヨＤ

も 4

晏  
韓dゞ

| 1 掲色rh質±    1 暗掲色土 (砂含 む)

2暗 褐色粘質■   2掲 色土

3暗褐色絡質■   3暗 掲色土 (少 し砂含む)

(や や砂含 む)  4掲 色土 (砂合む)

4暗 褐色砂質■   5暗 掲色土

蜘 51田 ∝

1 暗灰掲色土

暗灰褐色土

(黄色土 ブロック含 む)

暗責灰褐色土

黄灰掲色土

灰褐色土

暗福色土

黄褐色土

暗黄福色土

(粘質土少二含む)SK130
5暗灰褐色砂質■  , 明掲色±  2掲 色土 (や や砂質 )

6灰 褐色砂質±   3暗 褐色土 (やや粘質)4掲 色粘質土

7暗褐色粘質■   5明 掲色土 (やや粘質)6暗 掲色お質土

SK109、 110

1 灰褐色砂質土

2暗 褐色土

3黄色粘質± 5暗 掲色土 (やや黄色上含む)

4黄掲色±  6掲 色土

:40)SK106以外のSK、

10.30m――――

明青灰色土 (か なりしまる)

青灰色土 (明青灰色土、炭化物、酸化鉄多 く含 む)

明黄灰色砂質土 (淡 い)

明黄灰色砂質土 (全体に青灰色土合 む)

淡灰色土 (橙掲色土全体に含 む、炭化物含む)

淡黄青灰色土 (や や砂質・炭イヒ物少量含む)

(部分的に砂含 む)7掲 色土

B掲色粘質±    8掲 色土掲色土 (暗掲色粘質土少量まじる)

(やや砂含む)  9暗 掲色土 (10よ りやや粘性でない)

9明 掲色粘質■   ,O暗 掲色Ih質土 (掲色土含 む)

o     (砂多く合む)              2m

Pの明朝体の数字は第76・ 77図 の遺物実測図番号と対応する。

SK130

寓や

第62図 3‐B地区SK(B区 'D区・E区 'F区 )・ P(1
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平成11年度調査
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一

10.60m上

10.60m上

10.60m上

珂将替琶土l●●砂まじり
2暗褐色土(7よ り明るめ)

3明褐色土

4褐色上

5掲色土(6よ り暗め)

6掲色土 (や や粘質土含む)

フ暗掲色土 (や や粘質)

SK234。 SK233

福色土 (灰掲色砂質土含む)    フ暗褐色土 (責掲色土全体に少量含む)

暗褐色土 (黄掲色土ブロック含む)8掲 色上 (や や粘質)

暗褐色土 (褐色土少量全体に含む)9暗 黄褐色土

暗褐色土 (褐色土粒含む)    10暗 掲色土 (や や粘質)

暗褐色土 (黄灰色土ブロック含む)11暗福色粘質土

褐色土 (暗掲色土含む)     12黄 灰色粘質土

灰掲色土               フ灰色砂質土 (掲色土粒、掲色土帯状に含む)

暗褐色±               8掲 色土 (黄色土ブロック含む)

暗褐色土 (明灰褐色砂質土含む)    9暗 掲色土(褐灰色砂質土ブロック含む)

褐色土 (明灰色砂質土少工、炭少量含む)10暗 黄掲色土 (や や砂質)

褐灰色砂質土 (掲色土粒多く含む)   11掲 色土(や や暗め、やや砂まじり、炭少二合む)

褐色土 (暗灰掲色砂質土少量含む)

Ar
SK245    -―一

SK246
1 暗灰掲色上

2褐 色土 (炭少量含 む)

3暗 掲色土

4掲色土 (黄掲色土粒少量含む)

5褐色土 (灰掲色砂質土少量含む)

6暗褐色上 (灰色砂質土少量含む)

フ掲色土 (灰色砂質土少量含む)

8暗褐色土 (灰色砂質土多く含む)

SK234・ 233

0                   4m(平 面図 )

性
~「 ~下 ~下 ~下 ~十

一 ― 一 ― ― ― ― ― ― 甲

(断 面 図 )

第63図 3‐ B地区SK(C区 )(平面図 1:80、 断面図 1:40)明朝体の数字は第76図の遺物実測図番号と対応する。
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SK219・ SK218

SK21e l Л隅朗氏土(紙潮離含紛
,98tt(購爾齢 蜘
3縦

開

'1蠍
螂 顔 土舗 )

2触   (購段碓鰺く含む)

3贈蘊意士(頻レく含む〕
4触 呻 綸 o

6購離 儒饉 韓鉢 蛤 』

I理畔止

"欄よ購 釜
9研黄灰ζ砂質土(階褐もと含け
10確衰要贈止(瑚解鶴畿誅畿■)

-  10.60m止

平成11年度調査

S幽
!騨陸灘ヤ綿翻風哲nt耀魏罐謝駐。
3熊龍■(聴掲仕鶴冶む)        お粥離生

H'

E'10.60m上

3

1絆聯性 鞘略鰍)

S翻 1激盤
2贈部 縦

t褐も■

10.60

m

SK252 1灰掲笠
2褐色土彼色土粒鉢 に合むう
3暗灰掲色土鶴庚色砂質土多く含む)

10,60 K
m     SK255。

SK256

止
1解
継邊解1鶴鶴欝甲

』
5靱脚期離脩et少始 0 6聴 鶴雛カ ッめ fか瞼 む)

I

4購飢 俄際饉 少飴 0
S編8■ (麟脅&士誉ドに含む)11

SK254

W騨 脇飲ぷ磁紐醐

Ｓ
８
ヨ
に
ド

4暗掲色土彼色土程全体に含む)

S暗灰褐色上
6灰掲色土(芦ヨ土粒少量含む)

Kl  10.60m型生

19

1灰自色■+灰褐色土
2明費灰色■llB雰 色砂質土含む)

3費白色士(研灰色砂葺■含む)

4明灰色砂質土(費白色土含む)

SK254
1赤掲色土 (灰掲色上、黄灰色土全体に含む)

2赤褐色土(灰褐色土全体に含む)

0原褐色上 (責灰色土禅少量含む)

Li

|ロ

11研費褐色■+明黄灰と土(やや砂質)

12穏色土(研資掲色土少二含む)

13灰黄色■(や,砂質、灰観 土含む)

14覇灰責LpA■

鰍 圭麟 愁奇褐鉄
織硲ω

研黄糧色■(やや砂印

離 盤

贈褐ζ■(黄掲色土ブ言ァク含■)

SK209

曖10:30m A

瑠雖辻ω輔舛―じtll

描青反色祐性土(灰褐色砂質上多ぐ含む〉
贈青灰色祐惟土臨離小ブロック、脚ヒ物含■)

職髯際こ土(や軸 あり)

音灰色消性土

褐色土

暗青灰色土雌 む質土含■)

:協議臨露ヨ維鉛港と)穏籐銑麟四
7灰色砂受土彼 EH色土粒少

=含
扮    17明灰掲色土

0灰黄色土随 土激多く含■) ,a反養色土
9器区据色土llk自 色■H少量含む)    lo灰 自色土(灰茂色と含む)

10明黄福色土I隅患粘檻■

'ロ

ッタ少■含む)20研灰色砂質■(灰 自色土ブロッタ合む)

臼灰調色■(や 報ヽ 、及黄色土含t・
・

l

▼

r SK209出土遼物 (1:4)
翻

理酪盤献 ぅ..Hln`難い囲
,Mat賤 翻触 (,E15)1魁 離 ■ltrbl

こ嘲騨壁 翻髄■(しまる)● nel(閣辮止含む,しまる,

7離 傑難爾■含む)1購雛 O ME■ lしよる)

25

A

■麟 鵬 .鵬→
‖原H僻聰卸より

'と

い・榜鵬範)

1盟観 113期饉 (錦観 子,靴船 む)

“

触 (離あり,市 賤 (熱帥 陥 鋼

臨 :鞠 鞠 犠
1,醒 ゆ蘭陥訳脚罐 む)

か鵡 雌 舗 盤 lkl購0
24闇礎■ 阪徴生(劇拗寄む)

23触 上 4 8BIヨ個旧静質■

傷翼騨磯 epE■ lHl脇虚む)

掛贈純■ 2廉雌lneuretl
2a塚色止翼調臨■9鮒裁蔭む)

川
争
綿 祟

離 鏑 期 翻
al瞑を■Ou膳と奮tl¢ .31と同じただし瑠臣電よは,多い
0園聰封揃Ы頻1含0コ 瑠強割聴務阻制
缶R離址 縮BBHI(睡む,し言bl

“

にⅢ触 孵 Ⅲ,事n
37灰も■8BIじH腑蔭む)

部にぷ1螺盤 lMaT'触創 価嶽盤
10限飢 (潜制確0)

務臨 鯉 彎
岬雛 牲 的

鶴 解 瀧 駕 解

第64図 ‐3‐B地区SK(C区)(1:40)明朝体の数字は第76図の遺物実測図番号と対応する。

SK224

SK228

SK257
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平成11年度調査

FK51る (菟ノ

X772
Y172Xぴ

①
③

拇
◎

X764
Ⅵ76×

SK508

ＳＫ５３⑥
。 A'

B'

13

14
①暗黄褐色土
②暗灰褐色土
③暗黄褐色土(6層より暗め、黄色砂質土少量含む)

①暗黄灰色土
⑥暗黄灰褐色土(炭粒・焼土粒少量含む)

暗黄灰色土 (炭粒・焼土粒少量含む)

暗灰褐色土

暗褐色土 (炭粒・焼土粒やや多めに合む)

暗黄褐色上 (黄色砂粒多く含む、やや砂質)

灰黒掲色土 (や や粘りあり)

暗黄灰掲色土 (責色砂粒含む、やや砂質)

晴黄灰褐色土(6層より黄色砂粒少ない)

暗褐色土 (し まりあり)

暗黄褐0土 (黄色砂粒含む)

10暗黄灰色上 (責色土粒含む)

,1暗灰色土

第65図 3‐ B地区SK(E区 )(平面図 1

(平面図 )

0         1

(断面図 )

0

2m

lm

白褐色土 (掲色土層状に入る、炭粒含む、砂粒少量含む)

掲色土 (炭粒少量含む)

晴掲色土 (炭粒少量合む)

暗掲色土 (暗灰色土径～15mm少 量含む、炭粒・焼土少量含む、砂粒やや多めに含む)

白色砂質土 (暗褐色ブロック含む)

掲色土 (白色砂粒多く含む)

褐色土 (自 色砂粒少量含む)

自色砂質土と暗掲色土小ブロックの混合
暗掲色上 (炭粒少量含む)

10自色砂質土 (暗掲色土径～ 7 mm含む)

11自掲色砂質土 (褐色土含む)

12自掲色砂質土 (褐色土径～10mm少 量含む)

13淡灰黄色土
14自色砂質土
15黒掲色土 (し まる)

出土遺物番号は第77図遺物実測図番号に対応する。:80、 断面図 1:40)
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SK606

黄灰褐色土(黄色土・炭・焼上少量ずつ含む)

暗黄灰色土(黄色土・炭・焼土少量ずつ含む)

暗灰褐色土(暗灰色土・炭 焼土少量ずつ含む)

暗灰掲色土(黄色土・炭含む)

黄色土 (灰色土まじり、やわらかい)

SK552

.≦ 上

6責灰色土 (や わらかめ)

7淡灰黄色上 (炭 焼土少量含む)

8暗灰掲色土 (炭粒含む)

9掲色土 (炭含む)

10灰掲色上 (炭粒含む、やわらかめ)

8黄 灰色上 (やや砂質 )

9灰 白色土 (炭・ 焼土含 む)

10掲灰白色土 (浸少量含 む)

11白 黄色土

12黄掲側 質土

13暗黄灰色土

14暗灰色土

平成11年度調査

F'
● ―――

。
D'ＫＳ

●
Ｄ

一
‐０

・
４ｍ

SK604

０
Ｅ

一‐０
・
３ｍ

０
Ｇ

一
‐０

・
３ｍ

Кａす的

灰色土 (褐色土・黄毎土含む、炭含む、焼土少量含む)

褐色土 (灰色土・責色土含む、炭含む、焼土少量含む)

暗褐色土 (炭含む、焼土少量含む)

暗灰褐色土(炭含む)

黄掲色土 (自色土ブロック少量含む、しまりなし)

黄灰色土 (し まりなし)

明黄褐色土

E'    F
・

~ 10.3m° SK552         SK558
5      10 1

SK557  SK553

iO淡黄灰色土 (浚黄色土ブロック含む、かたくしまる)

11橙褐色土 (炭徹量含む)

12黒褐色土 (明掲色土ブロック含む)

13淡橙掲色砂質土
14皓橙褐色土 (淡橙色土混合)

15灰黄褐色土 (や や粘りあり)

16黒掲色土 (灰色土小ブロック含む)

Iフ 明掲色土(黒褐a土極小ブロック合む)

「8淡灰橙褐0土

H
0-―

灰色粘質土 (浚惜色土ブロック径10mm多 く含む)

黄掲色砂質土 (粒子やや組い)

暗掲色土 (焼土・炭含む)

淡黄褐色土 (大 き目の炭含む)

灰褐缶土 (橙こ大きめのブロック含む、しまる)

暗灰褐0土 (炭少量合む)

橙掲色粘質土 (箔 りあるがゆるい)

橙掲色上 (灰掲0上 まじる)

橙灰色上 (炭少量合む)

19黒褐色土 (責灰色小ブロック含む、炭含む)

20淡黄褐色■ (黄灰色土混合、炭少量含む)

21褐灰色土 (橙色土極小ブロック含む、炭少量含む)

22灰褐色土 (黄褐色土小ブロック含む)

23朗灰褐色土 (橙色土小ブロック含む)

24灰獲色砂質土 (粒子やや粗い)

25暗灰褐色土 (橙色土種小ブロック含む)

26明黄褐色土 (灰色砂質土混合)

27淡灰褐色土 (酸化鉄少量含む)

SK551
SK536

2        14

孝

①明掲色土(炭少量含む、かたくしまる)

②黒褐色土(炭やや多く含む、酸化鉄少量含む、黄掲色種小ブロックまじる)

③暗橙掲色砂質土(し まりなし)

④暗掲色土(淡黄色砂質土まじる、炭・酸化鉄少量含む)

⑤橙掲色砂質土(灰掲色種小ブロックまじる)

⑥橙掲色土(炭微量含む)

a'
0-

SK381下層

G'0-一

種褐色砂質土 (粒子細かい)

自褐色砂質土
黄褐色砂質土
暗褐色上 (炭粒極小量含む、やや粘りあり)

掲色土(皓掲色土小ブロック・炭少量含む、砂粒含む)

自掲色砂質土 (暗褐色土小フロック少量含む)

黄色砂質土 (炭少量含む)

黒褐色上 (炭含む、黄色土粒少量含む)

黒褐色上 (白 掲色砂質土多く含む)

SK536

明橙掲色砂質土 (灰掲色土種小ブロック含む、炭微量含む)

明黄褐色砂質土 (粒子やや狙い、灰褐色土種小ブロック含む)

灰黄色砂質土 (灰 自色砂質土まじる)

淡灰掲色砂質土

(淡黄色土小ブロックまじる、灰白色粘質土ブロックまじる)

黒褐色土 (炭・酸化鉄少量含む、橙掲色砂質土まじる)

浚橙掲色砂質土 (灰色砂質土小ブロック含む)

7暗橙褐色土 (橙色砂質土まじる)

8明褐色砂質上 (し まりなし)

9浚黄褐色砂質土
10暗灰褐色砂質土 (粒子粗い、灰色砂質土小量含む)

1,黒褐色土 (やや粘りあり)

,2灰橙色粘質土 (橙色粘質土まじる)

19橙褐色砂質上 (炭級量まじる)

０
＝

一
‐０

・
３ｍ

１

１

１

●

　

ｏ
一

一〇
Ｉ
Ｉ
Ｉ

●

一〇

― ・
●

iO白褐色砂質土 (黒掲色土含む)

11暗橙掲色土 (自 掲色砂粒少量合む)

a'

b'

塩 砂韓 醜 都 妙 飴 働
2灰褐色土

(黄色砂粒・黄色土小ブロック含む、炭少量含む)

a淡灰色土 (明黄色砂粒含む)

4黄灰色土 (明黄色砂粒多く合む)

０Ｃ一的

SK197

9 32
CI

13 ・
~

15

16

17 ヱr

0          1m

40)

1灰掲色粘質土 (炭多めに合む)

2灰掲色上 (炭含む)

3灰色土 (焼土種少量含む)

4 自色土と浚褐色土混合 (明黄色土少量含む)

5黄色土 (淡褐色土含む)

6黄灰色砂質土
7掲色土
8暗褐色土 (白色砂質土多く含む)

9灰褐色土(焼土・炭黄色土少量ずつ含む)

10暗掲色土(淡灰色上含む)

11暗褐色土 (焼土少量・灰色土少量含む)

12掲色土 (黄色土まじり、やや粘質)

,3淡黄色土 (し まる、白色土含む)

,4灰色土 (赤褐色土粒含む)

15明掲色土
16黄褐色土
17掲 色土 (し まる)

第66図  3-B地区SK(E区)(1:
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平成11年度調査
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10.7m・
。 bI

11

‐
|

●

Ｉ
」１
「
―

．

灰掲色土 (炭粒少最含む)

明灰掲色土 (炭粒・焼土粒少量含む)

灰色土(橙掲色土含む、炭粒 焼土粒少量含む)

淡灰色土 (橙掲色土含む、炭粒・焼土粒少量含む)

橙掲色焼土
灰橙掲色土 (焼土含む)

15淡灰色土 (淡責色土含む)

16暗灰色土 (橙褐色土少量含む)

17橙褐色土 (焼土多く含む)

18淡褐色土 (灰色土ブロック・焼土含む)

19掲色上 (灰色土・炭粒含む、しまって回い)

20灰褐色土 (焼土・炭粒含む、しまって目い)

21褐色上 (炭粒少量含む)

22暗褐色土 (灰色土ブロック・炭粒多く含む、しまって国い)

23灰褐色土 (淡費色土粒含む)

24暗灰褐色土 (炭粒少量含む)

25暗黄灰色土 (し まって固い)

26暗褐灰色土 (淡黄色土少量含む、しまりあり)

27暗褐色土 (暗灰色土含む)

28暗当褐色土 (焼土 ?)
29黄灰色土

掲灰色土 (焼土粒多く含む、しまりあり)

掲灰色土 lF■■・炭多く含む)

淡黄色土 (灰色土含む、炭少量含む)9淡 責色土 (灰色土含 む、炭少量含む)

10淡黄色土(灰色土わずかに含む)

1,掲灰色土 (炭粒少量含む、しまって回い)

12淡灰掲色土 (淡黄色土少云含む)

19明灰掲色土 (炭含む)

14暗褐灰色土

朗灰色土 (淡黄灰色砂質土ブロック含む、炭粒多く含む)

褐灰色土 (淡黄灰色砂質土多く含む、炭粒少量含む)

灰色土 (淡黄灰色砂質土小量含む、炭・焼土粒少量含む)

淡灰褐色土
淡灰色土
淡黄灰色砂質上 (明灰色土少量含む)

淡掲灰色土
法黄灰色砂質上 (浚灰色土全体にまじる)

明褐灰色土
iO灰色土 (やや掲色をおびる、炭粒含む)

11明灰色土 (淡黄灰色土・灰白色土ブロック状にまじる)

12灰橙色土 (焼土属、鉄分多く含む)

0          1m

e
一 ― 。

13淡灰黄色砂質土 (焼土帯状に含む、貼り床か?)

明灰掲色砂質土 (暗褐色土粒多く含む)       ,4浚 褐灰色土 (淡黄灰色砂質土帯状に少量含む)

明褐灰色砂質土 (暗掲色土粒含む)         15浚 橙灰色焼上
明掲灰色砂質土 (暗褐色土粒少量含む)       16灰 色土
明灰掲色砂質土 (暗褐色土ブロック多く含む)    17灰 色土 (炭化物粒多く含む)

暗褐色土 (やや粘質、灰掲色砂質土含む、炭粒含む) ※塗りつぶし部分は酸化鉄沈浩層
明灰掲色砂質土 (暗褐色土粒少長含む)

暗褐色粘質土 (掲黄色土ブロック多く含む、炭種少量含む)

暗褐色土 (やや粘質、灰掲色砂質上多く含む、炭多く含む)

明灰掲色砂質土

● ―――

. e'

・
・Ｆ庶
魅
Ｆ

〕

10褐色土 (砂 まじり)

,1暗褐色土 (灰掲色砂質土含む)

,2明灰掲色砂質土 (暗褐色土ブロック含む)

,3明掲灰色砂質土 (褐色土・掲黄色土含む)

14褐色土 (やや粘質、褐色土多く含む)

15褐黄色粘質土 (褐色土少量含む、焼土種少量含む)

16掲黄色土(掲色上まじり、明褐灰色砂質土含む)

「フ暗褐色土(や や路質、炭Ft含 む)

18淡黄色砂質土 (粒子密)

Ю∞�ＯＮ約Юわぃか　�【　�や

G

第67図 3‐ B地区SK(E区 )(1:40)
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平成11年度調査

/

(//
SD57 A

/

帝

/

SD58

0                         2m

/ ＼/
＼

3'9.5m     ＼`

溶解炉基礎構造検出状態 (1

aどライン見通 し図

―

■滓 (ガラス質)

饉滓 (自色)

田粘土 (橙色)

■粘土 (赤色)

に粘土 (黄褐色)

□粘土 (褐色)

炉体平面図 (1

0                                     5cm

第69図 3-B地区溶解炉基礎構造検出状態

圏炉壁 国鉄滓  。く滲鍮

炉体検出状態 (1:20)

ヽ ＼
＼

炉体底面の炉壁砕片敷き (1:20)
0                    1m

4)
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平成11年度調査

C

L=8.5m
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B′

SD56土層名
淡灰橙色土

灰掲色土 (炭粒・焼土粒少量含む、しまる)

暗掲色土 (炭粒・焼土粒・鉄多めに合む)

暗灰掲色土 (焼土・鉄少盈含む)

掲色土 (炭 Il・ 焼土粒・鉄少量合む)

淡褐色土 (酸化鉄・焼土粒 鉄少量含む、ややIh質 )

淡黄灰色粘質土 (炭等ほとんと含まず)

黄白色猫質土(炭等ほとんと合まず)

9暗灰褐色土 (砂粒含む、残土粒・炭粒極少量含む)

10自掲色土 (焼土粒・鉄種少量含む)

11淡灰掲色土 (焼±41種 少量含む)

12黄緑色粘質土
,3淡掲色土 (や や粘質)

14淡灰色土 (炭・焼土粒少量含む)

,5橙灰色土 (酸化鉄,焼土 炭含む)

16橙掲色上 (や や粘質)

,7灰黄色土 (炭粒 焼土粒少量含む)

18灰 自色■ (酸化鉄■粒合む、やや粘質、やや青みを帯びる)

19暗青灰色土 (炭・焼土やや多めに含む)

20暗灰色土 (細 かい炭粒・焼土粒多く含む、やや粘質)

21暗黄色砂質土
,2淡灰色土中に黄色粘土多く含む(炭粒・焼土粒種少量含む)

23淡灰褐色土 (焼土粒・炭粒種少最合む、鉄・鉄滓含む)

'4暗
灰褐色土(焼土・炭粒・炉壁種少量合む)

25白 黄色土 (暗灰色土まじり、絡質)

26灰黄色土

圏

露

畷

■

SD56覆土

自然推積層

廃滓層

(鉄滓 炉壁等大量に含む層)

炭層

廃滓土

(鉄滓・炉壁等多く含む層)

炭夕く含む層

黄色砂層

トレンチ

□

囲

鰯

拶 一輻

＾
）′́
ヂ
ぐ
ｈ
�熱

第72図 廃滓場 トレンチ断面図 (1:40)
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暗掲色土 (炭 II・ 焼土粒・酸化鉄含む)

黄掲色土 (炭粒 焼土粒含む、酸化鉄少量含む)

暗掲色土 (炭粒多く、焼土片 酸化鉄含む)

橙掲色上 (炭粒 焼土含む)

橙灰色土

黄色砂質土

黄掲色土 (鉄滓多めに含む、炭粒・焼土粒含む)

平成11年度調査

SK342覆 土

鉄滓 炉墜等大量に

含む層 (廃滓土)

炭層

鉄滓・炉壁等多く

合む層

炭多く含む層

１
＝
廻
ド
ー
上
―
―

１
４
ｄ
ト
ー
上
―
―

a暗青灰色土(鉄滓多めに含む、炭粒・焼土粒含む、砂と粘上の混
9灰色土 (炭粒 焼土粒少量含む)

10淡青灰色上 (炭粒・焼士少量含む)

1,灰橙色土 (炭・鉄滓多く、焼土少量含む)

12橙灰色上 (大 きめの炭 鉄滓多く含む)

13灰褐色土 (大 きめの炭多く。鉄滓・焼土含む)

14橙灰色土 (炭・炉壁・鉄滓多く含む)

15灰黄色土 (炭 。鉄浄合む、やや砂質)

16淡黄色砂質土 (炭極少量含む)

,7責灰色土(炭・炉壁多めに含む、やや砂質)

18暗灰褐色土 (炭多く、鉄やや多めに含む)

19橙色土 (鉄滓含む、やや砂質)

20暗灰色土 (炭多めに含む、やや砂質)

21暗灰掲色上(炭・鉄大量に含む、上部に酸イヒ鉄沈着)

22掲色砂質土 (炭粒・鉄含む)

23灰掲色土 (炭大量・炉壁多めに含む)

24灰掲色土 (炉壁・鉄多量、炭やや多めに合む)

滋5に どった橙灰色土 (炭 鉄やや多めに合む)

26灰橙色土 (炭粒多め 焼土粒少量含む)

27暗灰色土 (炭多く、焼土やや多めに含む)

28暗橙灰色土 (炭粒・焼土やや多めに合む)

29灰黄色土 (炭・焼土粒多く含む)

30灰黄a土 (炭・焼土極小粒やや多く合む)

31灰e土 (炭粒・焼土粒少最合む)

32暗灰褐色土 (炭粒・焼土粒少量合む)

a3灰掲色土 (炭粒・鉄・焼土粒少量含む)

つ4灰掲色土 (炭粒・焼土粒少量含む)

35責灰色砂質土 (白色土粒・炭粒少量・焼土粒極少量含む)

36淡灰掲色土 (炭粒種少量含む)

37浚灰色土 (焼土片少量合む、やや粘りあり)

38灰色土 (焼土少量含む)

39淡灰掲色土(炭粒 焼土粒極少量含む)

40暗責灰色土 (焼土粒少量・炭粒極少量含む)

41暗青灰色土 (炭粒・焼土粒少量含む)

42橙青灰色土 (炉壁・鉄滓・鉄多量、炭粒多めに合む)

49橙褐色土 (炭粒・焼土粒含む)

44橙掲色土 (炭粒・焼土粒・鉄やや多めに含む)

45灰褐色土 (炭粒・焼土粒・酸化鉄やや多めに含む)

46黄橙色砂質土
4フ 黄色粘上
48淡灰色土 (炭粒・酸化鉄少量含む)

49灰色上 (炭粒`酸化鉄極少量含む、やや粘りあり、砂粒合む)

50暗音灰色土 (炭粒・酸化鉄種少量含む、やや粘質)

51灰掲色土 (炭粒 焼土粒極少量含む)

52黄吉灰色土 (白色土竜少量含む)

59灰色土
54灰自色土
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ヤ 42 ヤ 6 茅 0

D区 41 SK303

E区 42 SK355、 43～45 SK860、 464フ P411、 48 49 SKa95、 50～52 SK506、 53 SK517、 54 SK,78、 55 SK549、

56 SK520、 57 SK529、 58 SK508、 59 SK187、 60 SK185、 61 SK197、 62・ 63 SK552、 64～ 66 SK177、 67 SK534

F区 68 SK130、 69 SK166、 70 SK203、 71 SK9フ 、72・ フ3P109110、 74 SKl15

第77図 3‐B地区SK・ P(D区 。E区・F区)出土遺物 (1:4)
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V.

1. 金屋南遺跡の畝状遺橋の用途と当時の栽培植物や古環境

パリノ・サーヴェイ株式会社

自然科学的分析

について

1日 はじめに

金屋南遺跡 (富山市金屋所在)は、神通川とその支流の井田川によって作られた扇状地の末端に位

置する。遺跡は中世を主体とし、掘立柱建物群や土坑墓群、畑跡の可能性がある畝状遺構などが検出

されている。また、砂層が幾層も重なってみられることから、何度も洪水にさらされていたことが考

えられる。

今回は、畑の可能性がある畝状遺構の用途と当時の栽培植物や古環境に関する情報を得ることを目

的とした調査を実施する。畝状遺構ならびに基本土層では、軟X線を用いた堆積構造の調査を実施し、

耕作痕の有無に着目して調査する。あわせて種実同定と植物珪酸体分析から栽培植物の種類やその消

長に関する情報を調査する。なお、畑跡を調査する場合、作土は耕作によって好気的環境となり、か

つ土壌生物の活動も活発になるため、植物遺体は分解されやすく、残っていない可能性がある。そこ

で、同時期の自然流路や井戸など、当時水が存在 した場所の調査が有効になる場合がある (金原、

1991)。 このことから、自然流路と井戸に関しても、花粉分析と種実同定を実施し、情報の収集に努

めた。

2日 試料

試料は、畑跡の可能性がある溝 (SD17、 SD18)、 基本土層、 深度(0

自然流路 (SD5)、 井戸 (SE01)か ら試料を採取した (第  00_
26・ 27図 )。 試料の詳細や分析用試料の選択、それぞれの目

的に関しては表 1に示す。また基本土層の柱状図を図 1に示

す。

試
料
採
取
位
置

層

名

3.分 析 方 法

(1)軟 X線写真撮影観察

土層断面より採取したブロック状の試料から、幅 7cm、 長  05-一

さ20cm、 厚さlcmの板状の試料を分離、成形して軟X線写

真の撮影を行った。撮影は、ニッテツ・ファインプログクッ

釜石文化財保存処理センターの協力を得た。

(2)花粉分析

試料約10gに ついて、水酸化カリウムによる泥化、飾別、

重液 (臭化亜鉛 :比重2.2)に よる有機物の分離、フッ化水素  1,0_
酸による鉱物質の除去、アセ トリシス処理の順に物理・化学

的処理を施し、花粉化石を濃集する。残澄をグリセリンで封

入してプレパラー トを作製し、光学顕微鏡下でプレパラート

全面を操作 し、出現する全ての種類について同定・計数する。 図1 基本土層の桂状図

凡例

固 シアレト
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(3)植物珪酸体分析

湿重 5g前後の試料について、過酸

化水素水 ・塩酸処理、超音波処理

(70W、 250KHz、 1分間)、 沈定法、

重液分離法 (ポ リタングステン酸ナ

トリウム、比重2.5)の順に物理・化

学処理を行い、植物珪酸体を分離・

濃集する。これを検鏡 し易い濃度に

希釈 し、カバーガラス上に滴下 。乾

燥する。乾燥後、プリュウラックス

で封入 しプレパラー トを作梨する。

4∞倍の光学顕微鏡下で全面を走査 し、

その間に出現するイネ科葉部 (葉 身

と葉鞘)の葉部短細胞に由来 した植

物珪酸体 (以下、短細胞珪酸体 と呼

ぶ)お よび葉身機動細胞に由来 した

植物珪酸体 (以下、機動細胞珪酸体

と呼ぶ)を 、 (近藤・佐瀬1986)の分

類に基づいて同定・計数する。

表 1 分析試料一覧

地点 試料番号 層位

分析項目

備考 目的軟
Ｘ
線
観
察

花
粉
分
析

植
物
珪
酸
体
分
析

種
実
同
定

基本土層

l

3層

○

堆積環境と

栽培植物の

種類・消長

4層

5層

2

2層

○

○

3層

5層 ○ 中世の包含層

3
7層

○
○

9層 ○

4 10層 ○

SD17 ○ ○ ○ 畝間の溝

SD18 ○ ○ ○ 畝間の溝

SD5

1

当時の栽培

植物の推定

2

3

4 ○

5 ○ ○

6

7

8

SE01
井戸水桶 ○

井戸似I内 ○

結果は、検出された種類とその個数の一覧表で示す。また、検出された植物珪酸体の出現傾向から

古植生や稲作について検討するために、植物珪酸体組成図を作成した。各種類の出現率は、短細胞珪

酸体と機動細胞珪酸体の各珪酸体毎に、それぞれの総数を基数とする百分率で求めた。

(4)種実同定 (写真図版 2)

試料約300gを数°/0の水酸化ナトリウム水溶液に入れて一昼夜放置し、試料の泥化を行つた。これを、

0。硫mの舗を通して水洗し、それぞれ残澄を集めた。残澄を双限実体顕微鏡で観察し、種実遺体を抽

出・同定する。

4E結 果

(1)軟 X線写真撮影観察

以下に各調査地点ごとに堆積物の構造を記載する。

・基本層序 (写真図版2)

10層 :細粒砂～シルトからなる。生物擾乱作用の影響が及んでおり、細粒砂とシルトがブロック状

に乱れて配列する。縦方向・横方向の比較的太い植物根と、0,5rrm以下の縦方向・横方向の微細な植

物根が認められる。堆積後に植生に覆われたことが推定される。

9層 :下部はシルト混じりの中～細粒砂、上部は細粒砂混じリシルトからなる。本層全体に10層 と

同様な植物根が多数認められる。生物擾乱作用が及んでおり、上部の細粒部分ではペツド (ペ ッドと

は、本来孔隙とか自然にできている壊れやすい面により互いに分けられた比較的永続性のある集合体

を指すが、表層での耕作または霜の作用に由来するあまり永続性のない集合体との区別は困難であり、

久馬ほか1989に 記されているようにその両者をペッドとして扱う)状の構造が確認される。10層 との

層界は明瞭であり堆積時に10層上部を浸食している可能性がある。
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7層 は下部力淋田粒砂～シルト、上部がシルト混じり細粒砂からなる。下部は縦方向・横方向の大型

の植物根と細かな植物根が多数認められる。上部でもこれらの植物根が認められるが大型の植物根は

少なくなる。生物擾乱作用が及んでおリペッド状の構造が部分的に確認される。

5層 :細粒砂～シルトからなり、生物擾乱作用が及ぶ。ペッド状の構造が発達しており、かなりこ

なされている状況が窺える。縦方向の細かな植物根が多数認められる。酸化鉄やマンガンに由来する

とみられる点状の沈着物が認められる。このような構造は水田耕作上にみられる構造に類似する。

3層 :細粒砂～シルトからなる。構造は上記 5層 に類似する。

2層 :シ ル ト～細粒砂からなる。基本的な構造は上記の 4・ 5層 と類似する。

5層 :中粒砂～シル ト層からなり、粗粒砕屑物が集中する層準が 2層準確認される。全体的に擾乱

作用が及んでおり、ペッド状の構造が形成されている。縦方向・横方向の細かな植物根が多数認めら

れる有機質な層である。

4層 :細粒砂混じりのシル ト・粘土からなる。生物擾乱作用の影響が及んでおり、ペッド状の構造

を形成する。縦方向・横方向の植物根が多数認められる。

3層 :シ ルト混じりの細粒砂からなる。最下部の層準に中粒砂・細礫が集中する。生物擾乱作用が

及ぶ。ペッド状の構造が認められる。縦方向・横方向の植物根が多 く認められる。

・SD17(写真図版 3-1)

写真の下部より3.5～ 5cmの層準が溝底の層準に相当する。溝底より下位の堆積物は細粒砂を主体と

する堆積物からなる。生物擾乱作用の影響を受けているが、堆積物は比較的成層 した状態をたもって

いる。縦方向に連続性の良い細かな植物根が多数認められる。

溝を埋積する堆積物は上位より2つの層に区分される。埋積物下部は細粒砂と砂質シル トがブロッ

ク状に乱れた状態で堆積する。下部の下部で細粒砂ブロックが卓越し、上部で砂質シルトブロックの

占める割合が多い。これらのブロック状の構造の配向性は斜め方向を示すものが認められる。これら

の堆積物にはペッド状の構造が確認される。また、縦方向の細かな植物根のほか、径 5 rrlln前後の比

較的大型の植物痕が認められる。これらは上位層より連続するものが多いことから、後世の植生のも

のを反映していると考えられる。埋積物上部は比較的淘汰の良い細粒砂からなる。生物擾乱作用の影

響を受けているが、ペッド状の構造は顕著ではない。

・SD18(写真図版 3-2)

堆積物の構造は、基本的には上記したSD17の構造と類似する。写真の下部より3.5cmの 層準が溝底

の層準に相当する。溝底より下位の堆積物は細粒砂を主体とする堆積物からなり、部分的にペッド状

の構造が認められる。これはおそらく溝構築時の人為的な擾乱作用によるものと思われる。堆積物中

には縦方向の細かな植物根が多数認められる。

溝を埋積する堆積物は上位より2つの層に区分される。下部埋積物は細粒砂と砂質シル トがブロッ

ク状に堆積し、上位の方が砂分の占める割合が多くなる。縦方向の細かな植物根のほか、径 5 rrm前

後の比較的大型の植物痕が認められ、擾乱作用が及んでいる。ペッド状の構造が形成されている。特

に上部埋積物中には植物遺体が多く取り込まれている。

溝埋積物上部は比較的淘汰の良い細粒砂からなる。生物擾乱作用の影響を受けているが、ペッド状

の構造は顕者には認められない。

(2)花粉分析

花粉分析を行った2試料とも、花粉・胞子化石は全 く検出されなかった。 (写真図版 1)
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(3)植物珪酸体

結果を表 2・ 図 2・ 写真図版 1に示す。基本土層からは多くの植物珪酸体が得られている力＼ 畑にと

もなう溝では少ない。基本土層では、イネ属の短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体が検出される。9層では

10%程度であるが、上部ほど増加する。またイネ属の頴に形成される珪酸体や葉の珪化組織片も見られ

る。その他、ヒエ属、タケ亜科、 表2 植物珪酸体分析結果

ヨシ属、ウンクサ族 (ス スキ属、

コブナグサ属など)、 シノ剖冨、イチ

ゴツナギ亜科などがみられる。こ

の中でもタケ亜科は機動細胞珪酸

体では高率で検出される。畑に伴

う溝では、植物珪酸体が少なく、

タケ亜科やウシクサ族などが若干

見られる程度である。また微量で

はあるが、イネ属の植物珪酸体や

珪化組織片も見られる。

(4)種実同定

結果を表 3・ 写真図版 1に示す。

SE01の井戸水桶で若干の種実遺体

が検出されたが、他の試料からは

全く検出されなかった。以下に検

出された種類の形態的特徴を示す。
イネ属穎珪酸体
イネ属毎細胸列

1144--1
11464-―

機動細胞珪酸体

基本土層 2層
5層

7層

9層

イネ族イネ属
キビ族ヒエ属
タケ亜科
ヨシ属
ウシクサ族コブナグサ属
ウシクサ族ススキ属
イチゴンナギ亜科
不明キビ型
不明ヒゲシバ型

８

一

〇

２

一

３

６

８

１

９

２５

一

３３

９

６

３５

２３

４４

５

89   83
3     -
21   35
9    29
4     3

30    52
33   54
36   69
3      5

37    25    18    10    -     1
25    53   60    44    13    12
2     1     2    11     -    ―

15   16   11   11    1    1
2    2    6    2    -    一

23    -
1     -

16     3
34    1
7     -
28    3
42    1
66    5
8    -
15     2

鵬日日日日――――――材料縣騨蜘蜘脚
不

明

臨 鍵 鮨 朝
… 上 部 生 型 __

イネ族イネ属
タケ亜科
ヨシ属
ウシクサ族
シバ属
珂くら日                        33    19    28    30     6     3

合  計
イネ科業部短細胞珪酸体  291 242 341 240  15 67
イネ科葉身機動細胞珪酸体  114 116 125 108  20  17
鶏ぶ  言+                     405   358  466   348    35   84

組 織 片

SD17

SD18

鰯
|:認侶安望

50個未満

図 2 植物珪酸体群集と組織片の産状

出現率は、イネ科業部短細胞珪酸体、イネ科棄身機動細胞珪酸体の総数を基数として百分率で算出した。なお、

●○は 1%未満の種類、十はイネ科葉部短細胞達酸体で200個未満、イネ科葉身機動細胞珪酸体で100イ固未満の試

料で検出された種類を示す。また、組織片の産状を検出個数により十、十十の記号で示す。

イ
チ
ゴ
ツ
ナ
ギ
亜
科

ウ
シ
ク
サ
族
ス
ス
キ
属

ウ
シ
ク
サ
族
コ
ブ
ナ
グ
サ
属

ヨ
シ
属

タ
ケ
亜
科

キ
ビ
族
ヒ
エ
属

イ
ネ
族
イ
ネ
属

不
明

機嗣鰤帥鋭醐僻
□

シ
バ
属

ウ
シ
ク
サ
族

ヨ
シ
属

タ
ケ
亜
科

イ
ネ
族
イ
ネ
属

基本土層
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・イネ科 (Gralnineae sp.)

穎が検出された。淡褐色、精円形で大きさl� 度。表面は柔らかくて薄く、弾力がある。

・カヤツリグサ科 (Cyperaceae sp.)

果実が検出された。細長くて 3稜があり、黒色。大きさは lmm程度。表面は薄くて堅く、弾力が

ある。

・アカザ科 (Chenopodiaceae sp。 )

種子が検出された。黒色。側面観は円形で、

大きさは1耐 度。側面に「へそ」がある。

亀甲状に配列している構造がみられる。

・ナデシコ科 (CT刑山ynaceae w。 )

種子が検出された。黒色で、大きさは l IIl14程 度。表面に

は荒い突起が密に配列している。

。イヌコウジュ属 酌 き肋sp。) シソ科

果実が検出された。褐色。大きさは lmm程度。いびつな

球形で、先端に「へそ」が見られる。表面全体には、荒い

亀甲状の網目模様がある。

5E考察

(1)畝状遺構の機能・用途

畝状遺構の溝埋積物の微細構造は、調査を行ったSD17・ SD18の二つの溝埋積物とも基本的には同

様な構造を示した。両溝とも埋積物は2つの層に区分される。下部堆積物は、細粒砂～シルトのブロ

ック土からなり、砂が卓越する部分とシルトが卓越する部分の両方が混在する乱れた状態で堆積して

いた。また、ペッド状の構造が部分的に認められた。このような構造から、下部堆積物は擾乱作用が

及んだ堆積物であることが窺える。この擾乱の原因としては、人為的な耕作などの影響が考えられる。

また、溝埋積物の由来としては溝肩部から崩落などにより供給されたものの可能性がある。そうだと

すれば、溝と溝の間の高まり部分は畑の畝であったことが示唆される。ただし、今回の調査では、高

まり部分を構成する堆積物の微細構造を確認することができなかった (大雨により遺構が壊れてしま

ったため高まり部分の試料採取が困難となった)ため、ここでは可能性の指摘に止めておくことにす

る。一方、埋積物上部は粒径が比較的揃った堆積物からなり、調査 した2箇所で同様な構造を示した。

下部堆積物のような乱れた状態は認められず、比較的広範囲にわたって堆積した堆積物であることが

推定される。すなわち、本堆積物が溝遺構を直接覆った堆積物とみられる。

また、溝埋積物下部からは、種実遺体は検出されず、植物珪酸体も数が少なかった。このため、溝

埋積物から直接、その機能を推定するための栽培植物に関する情報を得ることができなかった。ただ

し、溝跡からは、イネ属の植物珪酸体が若干検出された。稲籾や稲藁は古 くから資材として活用され

る。今回検出された植物珪酸体は、溝跡は畑の可能性があることから、保温等の目的で畑に持ち込ま

れた稲藁などに由来する可能性がある。

(2)調査区の土地利用状況の変遷

基本土層をみると、イネ属の植物珪酸体が上位に向かって増加傾向を示している。また、頴に形成

される珪酸体やイネ属の葉の珪化組織片も見つかっている。このことから、9層 より上位の各層では、

稲作が行われていたことが推定される。なお、イネ属の割合は上位ほど高くなる傾向がある。これは、

上面観は凸レンズ形を呈している。

表面は細胞が 表3 種実同定結果

地点名 試料番号

種類名

イ
ネ
科

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科

ア
カ
ザ
科

ナ
デ
シ
コ
科

イ

ヌ
コ
ウ
ジ

ュ
属

SE01 井戸水桶 1 4 ９

々 1

SE01 井戸側内

SD17

SD18

SD05 5
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収量や耕作期間などに起因すると思われる。遺跡の立地や堆積物から考えると、本遺跡は度重なる洪

水にあったと考えられ、これらの洪水層を母材に稲作力光子われたと推沢1さ れる。このような状況は堆

積物の微細構造の観察結果からも窺われる。すなわち、上位の堆積物ほど擾乱作用の影響が強く及ん

でいる状況が捉えられる。このことから、上位ほど洪水の影響が少なくなり単層あたりの耕作期間が

長かったか、あるいは単位面積あたりの収量が上がっていった可能性がある。しかし、植物珪酸体は

土壌中で分解し、粘土化すると考えられていることから (近藤 1988)、 植物珪酸体の経年変化による

減少も考慮にいれる必要がある。この件については周辺遺跡での事例が増えた段階で再検討したい。

検出された化石 (植物珪酸体、種実)の 中で、栽培植物に由来すると考えられるものは、イネ属の

みである。その他可能性のあるものはヒエ (植物珪酸体でヒエ属が出土)、 オオムギやムギなどのム

ギ類 (植物珪酸体でイテゴツナギ亜科が出土)があるが、いずれも植物珪酸体のみでは近縁の野生種

との区別がつきにくいため、断定は難しい。これらは裏作や救荒作物として栽培の可能性があるため、

今後種実同定などでの情報収集を行っていきたい。

周辺植生に由来すると思われるものは、植物珪酸体ではタケ亜科、ヨシ属、ウンクサ族 (ス スキ

属・コブナグサ属など)、 イチゴツナギ亜科、シバ属、種実ではイネ科、カヤツリグサ科、アカザ科、

ナデシヨ科、イヌコウジュ属である。いずれも草本類であることが特徴である。人里などで開発が進

み開けた空間ができると、そこに先駆的に草本類が生育し、草地をつくる。これらはいわゆる「人里

植物」とよばれるもので、田畑や集落内の雑草として今日でも普通にみられる。上記にあげた種類は、

いずれも人里植物や人里植物を多く含む分類群であることから、遺跡周囲は基本的には草地で、これ

らが遺跡内に生育していたものと考えられる。

引用文献

金原正明1994「植物遺体分析による農耕の復元について」F日 本文化財科学第11回大会研究発表要旨』日本文化財科

学会p5152

久馬一剛・八木久義 1989 『土壌薄片記載ハンドブック』博友社 176p.

近藤錬三・佐瀬 隆 1986「植物珪酸体分析,その特性と応用」F第四紀研究』25p.3164.

近藤錬三 1988 「植物珪酸体 (Opal PhytOlith)か らみた土壌と年代」『ペ トロジスト』32p.189202.
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(1-5)   (6.7)

50μ m

種実遺体 花粉プレパラー ト内の状況写真

1 カヤツリグサ科 (SEOl i井戸水桶 )

3ナ デシヨ科 (SE01:井 戸水桶 )

5イ ヌコウジュ属 (SE01:井 戸水桶 )

7花 粉分析ル バラー ト内の状況写真 (SD5,5)

植物珪駿体
1 イネ属短細胞珪醸体 (基本土層 :2層 )

3 ヒエ属短細胞珪酸体 (基本土層 i5層 )

5 ヨシ属短細胞珪酸体 (基本土層 :フ 層 )

フ ススキ属短細胞珪醸体 (基本土層 iフ 層 )

9イ ネ属機動細胞珪酸体 (基本土層 i5層 )

11ヨ シ属機動細胞叢酸体 (基本土層 ,9層 )

イネT斗 (SE01,井 戸水桶)

アカザ科(SE01,井 戸水桶)

花粉分析ル バラー ト内の状況写真(SD5i4)

イネ属短細胞列 (基本土層 :2層 )

タケ亜科短細胞珪酸体 (基本土層 :7層 )

コフナグサ属短細胞珪酸体 (基本土層 :2層 )

8 イテヨツナギ亜科短Fm虎珪酸体 (基本土層 ,7層 )

10タ ケ亜科機動Im胞珪酸体 (基本土層 ,7層 )
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基本層序 :試料番号 1 基本層序 :試料番号 2

基本層序 :試料番号 3
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SD17

2.金屋南遺跡の考古地磁気学的研究

富山大学理学部地球科学教室 広岡公夫
1)、 南 依里2)

(現在、1):大谷女子大学文化財学科、
2):北

國銀行)

1日 は じめ に

地球は一つの大きな磁石となっている。それがつくる磁場は、地球の中心に、非常に小さいが強力

な棒磁石 (こ れを地磁気双極子という)をおいたときに生ずる磁場として近似することができる。こ

の磁場を `地磁気'ま たは `地球磁場'と いう。また、土には、鉄酸化物の磁鉄鉱 (Fe304)や赤鉄

鉱 (Fe203)な どの磁性鉱物 (磁石になることができる鉱物)が 1～ 3%程度含まれている。上が焼

かれて高温に熟せられると、これらの磁性鉱物の磁性 (磁石になることができる性質)は失われるが、

焼成が終わって、冷却の過程で、これらの磁性鉱物は再び磁性を取り戻し、そのとき作用している外

部磁場の向きに再度磁化を獲得し、常温にまで温度が下がつたときには磁化が残り、弱いながらも磁

石になっている。このようにして獲得された磁化を熟残留磁化 (herlnoremanent magnetレatbn、 略

して、TRM)と いう。冷却時には、当然、地球磁場が作用しているので、この時獲得された磁化の

方向は、地球磁場の方向と同じで、その強さも地磁気強度に比例したTRMを獲得することになる。

充分高温にまで加熱された場合には、この残留磁化 (rexYlanent magnetレ ation)は非常に安定で、何

万年経っても変化しない。このように、焼土は、TRMの形で焼成当時の地球磁場の方向を記録して

いることになり、TRMは、音の地磁気を記憶している目に見えない `地磁気の化石'であるといっ

てよい。また、地層や堆積層の場合には、泥や砂の堆積物中に含まれるこれらの磁性鉱物粒子は、堆

積時に地磁気の影響を受け、磁性粒子が自ら保有する磁化を地球磁場の方向に向けて配列させ、堆積
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物全体として、堆積が行われた当時の地球磁場の方向と同じ向きの磁化を示すようになる。このよう

な堆積作用を通じて獲得される磁化を、堆積残留磁化 (detrittt remttent mag■ etization、 略して、D

RM)と いう。堆積層はDRMの形で堆積当時の地球磁場の方向を記録していることになる。DRM
もまた、焼土がもつTRMと 同様に、昔の地磁気を記憶する `地磁気の化石'である。

地震発生時には、震動によって地下の浅いところにある砂層に地下水が浸透し、水を含んだ状態で

砂粒が揺すぶられ、流動化を起こして地表に噴き上げ、または上位の層に貫入して噴砂となる。地震

が起きると、震動によって砂層中の砂粒はばらばらになり、個々の粒子が振動し回転するなど、それ

ぞれ個別の向きに運動しながら、水とともに噴き出し噴砂となる。このとき、磁性鉱物の配列も乱さ

れて、他の粒子と同じように自由に振動したり回転したりする。その間も地球磁場は作用しているの

で、地磁気に引っ張られて地球磁場の方位に磁化を向ける磁性鉱物粒が増えると思われる。これら砂

の粒子が上位層に貫入し、さらに地表に噴出して噴砂となり、震動がおさまったときには、磁性粒子

の多くは、それぞれの磁化の向きをそのときの地球磁場の方向にそろえた状態で落ち着く。こうして

噴砂は、発震時の地球磁場の方向の残留磁化を獲得することになり、地震発生時の地球磁場方位を記

録する (酒井・広岡、19器 )。 まとまりのよい磁化方位が得られた時 (噴砂の粒径が均―で細かい場

合にまとまりがよくなるようである)は、考古地磁気永年変化曲線と照合して考古地磁気学的に古地

震の発生年代を推定することができる (Hirooka and S』 Qt,1990)。

2巨 試料 の採取

金屋南遺跡では、溶解炉とその西に発見された噴砂から測定試料を採取した (第 1・ 2図 )。 噴砂

は、少し屈曲しながら、大略、北東一南西の方向に脈状に貫入している。しかも、その北東部では先

に貫入した噴砂中に、第二の噴砂が貫入するという二重構造になっていた。多分、2回の地震によっ

て出来たものであろう。

溶解炉では円筒形の炉底部分から14個 (試料番号 :a件1～ 14)の試料を石膏で固める方法を用い

て採取した。噴砂については、最初の噴砂 (外側噴砂)では3カ所から31個 (「FY-1～ 11、 21～ 30、

51～ 60)、 第二の噴砂 (内側噴砂)か らは 1カ所で10個 (剛-31～ 40)の試料をプラステイック・キ

ューブ (2211nl× 22蜘×22rrmの プラステイックの箱)を噴砂に押し込んで採取した。また、噴砂の

磁化方向と比較するために、噴砂の中心軸から西北西に31cm離れた地山地面の砂層から10個 (「FY

31～40)の試料を採取し、対照砂とした。

これらの試料は全て、方位が詳しく測られた定方位言式料である。方位の測定にはクリノメーター

(特製クリノコンパス)の磁針を用いているので、磁北を基準にした方位となる。したがって、磁北

が真北からずれている角度 (現在の偏角)分だけ偏ったものになっている。遺跡現場でトランシット

による太陽の方位観測を行なって求めた結果、

現在の偏角 (D"∞)=6.69°

となった。残留磁化測定結果の偏角はこの値を用いて真北を基準にしたものに補正されている。

残留磁化の測定には夏原技研製のリングコア型スピナー磁力計 (SMM-85型 )を使用し、試料 1個

につき6回置き直しをして測定した。

採取した試料が元々保持している自然界で獲得した残留磁化を自然残留磁化 (natural remanent

magnetization、 略して、NRM)と いい、NRMには、後世に付加された不安定な磁化成分が含ま

れている場合が多い。このような不安定成分を除去するために、段階交流消磁を行った。
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第 1図 試料採取位置図 (1:1,000)噴砂付近の拡大図は第 2図。
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淡掲色土 (褐色土含む)iO明 灰色砂質土(細 い)(黄掲色土少量含む)

明灰褐色砂質■    11淡 掲色土

明褐灰色砂質■    12朗 灰色砂質土 (細 い)(黄掲色土含む)

明灰色砂質±     13灰 色砂 (粗 い)

黄褐色土 (明灰色砂含む)

淡黄掲色土 (明灰色砂質土少量含む)

黄掲色土 (や や粘質)

明灰掲色砂質土 (黄掲色土少量含む)

淡黄掲色土 (朗灰色砂・砂質土合む)

3図 噴砂断面図 (1:40)

噴砂土層断面 (南から)

噴砂試料採取状況第 2図 試料採取噴砂平面図 (1:150)

-157-



3日 考古地磁気測定結果

溶解炉、外側噴砂、内側噴砂、対照砂についての各消磁段階の磁化測定結果 (平均偏角、平均伏角、

フイッシヤーの信頼角と精度係数、平均磁化強度)は第 1表に示されている。平均磁化方向および統

計的なばらつきの程度を表わすパラメータ (フ ィッシャーの信頼角 :α 95と 、フイツシャーの精度係

数 :K)はフイッシャーの統計法 (Fisher、 19開)を用いて計算した。

同表の溶解炉の平均磁化強度を見ると、10も 僻m2/kg)の オーダーの磁化強度となっており、通

常のよく焼けた焼土に比べると数十分の一の強度であることがわかる。これは十分高温にまで加熟さ

れていないことを示している。また、α95も 6° 台 (窯跡などのまとまりのよい焼土の場合は、 2° 以

下)であり、磁化方向のまとまりもよくない。考古地磁気測定の結果としては、信頼度が低いことを

示していて、TRMと してしっかりとした地磁気の記録が得られていないことをうかがわせる。

噴砂の磁化強度も10ものオーダーであるが、これはDRMに似た磁化獲得のメカニズムを考えると

妥当な磁化強度といえよう。α95も 、外側噴砂は 1° 台、内側噴砂でも2° 台前半であるので、噴砂と

しては)F常にまとまりがよい。

第 1表の最適消磁段階の結果を、西暦500～ 1550年 の北陸版考古地磁気永年変化曲線 (広 岡、

1997;広 岡・藤澤、2003)と 西暦1600年以降の西南日本永年変化曲線 (HirOoka,1971、 1991;広 岡、

1977)を つないだ永年変化曲線に載せると第1図のようになる。平均磁化方向は黒九、α95は それを

囲む円で表されている。推定年代値の年代幅 (年代誤差)は、α%が占める範囲 (曲線の線分の長さ)

となる。

4日 考古地磁気年代

先に述べたように、溶解炉は磁化強度が弱く、α%も 大きいので、しっかりしたTRMを獲得する

に十分な高温にまで加熟されていない可能性が高い。フイッシャーの信頼円が囲む範囲が大きいので、

推定年代幅も大きくなる。また、内側噴砂と対照砂の磁化方向が一致しているが、内側噴砂の貫入時

に対照砂の層力ヽ 佳積したとは考えられないので、これは偶然の結果であろうと考えられる。もし、過

去2C10Cl年 以内に堆積力光子われたとすると、西南日本版永年変化曲線を援用すると、 5世紀あるいは 1

世紀であろう。

第 4図から推定される考古地磁気年代は、

溶解炉 :AD.980年頃 (7∞～1130年 )

外側噴砂 :AD.1570± 15年

内側噴砂 :A.D.18∞ ±25年

対照砂  :A.D.450± 30年

又は  A.D.590年 頃 (5開～弘5年 )

又は  AD。 120± 20年

又は  AD.80± 30年

となろう。
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第 1表 金屋南遺跡の溶解炉および噴砂の考古地磁気測定結果

遺構名 消磁段階 n/N(。
R⇒ (。

I)卜 9み

  K(訴 鴛受イ
≒静え 2)

溶解炉 NRM    9/14
2 5m1   9/14
5 0mT  10/14
7.5mT   9/14
10.OmT   7/14
15.OmT   6/14
20 0ulT   7/14

NRM   31/31
2.5血 T  31/31
5.OmT  31/31
7 5mT  31/31

10.OnlT  31/31
15.OmT  31/31
20 0mT  31/31

NRM   10/10
2 5mT  10/10
5,OmT  10/10
7.5mT  10/10
10.OmT  10/10
15.OmT  10/10
20.OnT  10/10
25.OmT  10/10

NRM   10/10
2 5mT  10/10
5 0mT  10/10
7 5nlT  10/10
10 0mT  10/10
15,OmT  10/10
20.OHT  10/10

-11 3   87.8
-4.7   41 2
-2 3   41 0
-1.8  419
-2.4   42 6
-1.84  44 7
-2.2   44,9

-10.0   45 6

2.0   56.5
-1 6   49.0
-2 1   44 6
-28  455
-1.4   45.2
-2.6   46 2
-2.4   45,4

6.88    86.9     0.062
6.66    60.7     0 232
8.13    36 3     0.186
9,35    31 3     0 165
10.05    37.0     0 162
10.83    39 3     0 124
11.89    26 7     0.0837

6 34    17.6     0 380
3.49    55 7     0 264
1 96   174.3     0.211
1 48   304.8     0.187
1.52   288.0     0.166
1 60   262.0     0.142
1 80   207.7     0.119

7 76    39 8     0 298
3.19   229.6     0 212
2.77   304 4     0 181
2.90   279.3     0.162
3 17   233.5     0.146
2.77   305,8     0.119
2.43   896 6     0。 102
3.43   199.2     0.211

9 03    29.6     0.175
3.85   158.4     0.129
3.42   200.8     0.101
4.47   117.7     0 0875
3.54   187.2     0.0759
5,23    86.4     0.0639
5.38    81 5     0 0542

-13.1
-12.7
-11 5
-16 7
-8 9
-6.1

-21 6

-4.8
0,7
2.1
2.8
2.4
3.6
3 1

58.9
55 6
54 0
54.8
54
56
56

外側 噴砂

内側噴砂

対照砂

43.6
42.9
42.4
42.6
43.0
44.1

37

n/N:採択試料個数/採取試料個数、
K:フ ィッシャーの精度係数、【 】

D:平均偏角、
「

平均伏角、α95:フ イツシャーの信頼角、
:考古地磁気データとして採用 したもの

第 4図 西暦500～ 1550年 の北陸版永年変化曲線 (広岡、1997に よる)と西暦1600年以降の西南日本版考古地磁

気永年変化曲線 (広岡、1977に よる)つなげた永年変化曲線 と金屋南遺跡の考古地磁気測定結果

TYI:溶解炉、Out:外側噴砂、inn:内側噴砂、Ref:対照砂、Dedinatbn i偏 角、indinadon:伏角
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3口 金屋南遺跡で検出された液状化現象の痕跡

産業技術総合研究所 主任研究員 寒川 旭

1日 液状化現象の痕跡

金屋南遺跡の1997お よび1998年度の調査で、図1の平面図に示したように新旧2本の砂脈が認めら

れた (写真 1)。 古い砂脈は最大幅 5 cln、 新しい砂脈は最大幅4cmで、いずれも細～極細粒砂で満

図 1 砂脈の平面図
古い砂脈をドットで示し、新しい砂脈を黒く塗りつぶして表現した。

たされており、多

くの場合、古い砂

脈の中を新しい砂

脈が走つていた。

この延長上の壁

面では、 2時期の

砂脈の断面形が観

察できた (図 2)。

この図の右側 (南

東側)では、細粒

砂層から上昇した

砂脈 aが約1.2m上

昇して、明治時代

以降の耕作上の床

上 に削 られてい

た。一方、左側

(北西側)の砂脈

bは細粒砂層から

約90cm上昇した段階で、上の地層に浸食されていた。

a・ bの砂脈はいずれも中世の遺構検出面より上位の

地層を引き裂いているので、中世以降に生じたことが

わかる。新 しい方の砂脈 aは明治の地層には覆われて

いるので、近代以前のものと考えられる。

図 2 砂脈 の断面図

砂層と砂脈はドットで、明治以降の耕作土。床土

は縦線で示した。横破線の位置で中世の進構が検

出された。●は粒度分析試料採取位置である。図

の左方向がN-55° ―Wである。

写真 1 新旧の砂脈の平面形態

新しい砂脈が、一部の古い砂脈の中に発達

している (寒川撮影)

ｍ０ ２０ｃ

一
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図 3 砂脈 に直交 する トレンチ断面

砂層と砂脈はドットで示した。

図の左方向がN-70° ‐Wで ある。

写真2 砂脈の トレンチ断面 (寒川撮影)

図 3は最大幅 4cmで N70° E方向にのびる砂脈に直交する

断面を掘削 したもので、中世の遺構検出面から約70cmの深

さに堆積 した中～粗粒砂層から砂脈が上昇 していることが

わかつた (写真 2)。 図 3を作成した段階では、発掘調査

の過程で、上位の中世の遺物を含む地層が除去されて

いるが、この地層 も砂脈 cに引き裂かれていたので、

砂脈 ab同様に、中世以降に生じたことがわかる。

図 4は図 2に示した位置で採取した試料の粒度分析

結果を示したものである。液状化した地層からの湧水

が激しかったので砂脈最下部から試料を採取している

が、液状化現象が発生した砂層と見かけ上大きな差異

はなかった。粒度組成から考えた液状化しやすさの基

準 (日 本港湾協会1979)の A「特に液状化の可能性が

高い」の中央に位置している。

100%

図4粒 度分
範 彗 図2に示した。Aは 日本港脇 会によ 2日 液 状 化 跡 の 年 代

呂ぞ禁宇|や
すさの分類基中、最も液】犬化しやすい範  富山平野では1586年の天正地震 と、1858年の飛越地

震が記録されている。

天正地震は1586年 1月 18日 の午後10時すぎ (旧暦で天正13年 11月 29日 亥下刻)に発生し (宇佐美

2003な ど)。 中部地域の岐阜県から富山県にかけて北西―南東方向にのびる阿寺断層系や御母衣断層

系のほか、濃尾平野の西縁で南北方向にのびる養老・桑名 。四日市断層系が同時に活動したと考えら

れている (佃 ほか1993;杉山ほか1993;須貝ほか1999な ど)。 F三壺記』などの記録から、現在の福岡

町に存在 した木舟城力↓劇壊して城主前田秀継が妻と共に圧死し、城下の人々も今石動や高岡へと移転

したことがわかる。一方、F飛騨鑑』などには白川郷にあった内ケ島氏理の居城 (帰雲城)が背後の

山腹の崩壊によって埋没したことが書かれている (文部省震災予防評議会1941;東京大学地震研究所

編1981、 1986な ど)。

飛越地震は1858年 4月 9日 の午前 2時ころ (旧暦で安政 5年 2月 26日入ツ半ころ)に発生して富山

平野に大きな被害を与え、跡津川断層の活動によるものと考えられている (竹村 。藤井19割など)跡

通
過
質
量
百
分
率
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津川断層東端付近の大鳶山と小鳶山が崩壊して常願寺川最上流の湯川や真川谷を塞き止め、 2週間後

の決壊によって、巨礫や大木を巻き込んだ「泥洪刑 が常願寺川周辺の村々を襲つた。

上記の2回の地震について、富山平野では、開辞大滝遺跡・手洗野赤浦遺跡など、多くの遺跡か

ら地震の痕跡が認められている (寒川1992、 1997、 寒川ほか2002、 富山県文化振興財団200、 木舟城

シンポジウム実行委員会編20髄など)、 金屋南遺跡で検出された2時期の砂脈も両地震に対応すると

考えられる。

3日 ま とめ

金屋南遺跡の調査によって、中世以降に生じたと考えられる2時期の液状化跡が検出された。これ

らは、1586年の天正地震、および、1858年の飛越地震に対応すると考えられる。この2つの地震によ

って、当地域は強い揺れに見まわれ、液状化現象が発生したことがわかる。同じ遺跡から2つ の地震

の痕跡がはっきり認められた事例は少ないので、当地域の地震を考える上での貴重な資料と思える。

本稿の作成、および、現地調査にあたり、富山市埋蔵文化財センターの藤田富士夫所長、小黒智久氏

に多くのご教示を頂きました。心から感謝いたします。
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4.金屋南遺跡出土不明鉄製品分析について

⑭元興寺文化財研究所

1日 は じめに

金屋南遺跡2D地区上層 (平成10年度調査)の SD05か ら出土の鉄製品に残る木質部の樹種鑑定と

木質部の表面に塗布したと見られる黒色物質の鑑定及びその目的を探るため分析を行った。

2H使用機器の原理 および分析条件

・ 走査型電子顕微鏡 〔lln日 立製作所製S望 15〕

・ フーリエ変換型赤外分光光度計 (FT― IR)〔日本電子伽製 J I R 6000〕

試料に赤外線を照射し、そこから得られる分子の構造に応じた固有の周波数の吸収を解析し、

化合物の種類を同定する。

羊分析条件KBr錠剤法 (極微量の試料をK Brと 混ぜ合わせプレスして錠剤にする)

分解能 4c面1 検出器 TGS

3日 方法および結果

(1)樹種鑑定

金属遺物、特に鉄製遺物に伴う有機物は、錆化し、組織の形のみを保持している場合が多い。

当遺物も同様であり、通常行う徒手による切片作製ができなかったため、以下の方法で鑑定を行っ

た。

極微量をメスで掻き取り、その木口面 (写真図版 1-3)の組織を電子顕微鏡で観察した結果、針

葉樹であることが判明した。針葉樹の樹種鑑定には、柾目面 (写真図版 1-9)で観察される分野壁

孔の型が重要であるが、錆化により微細な組織は消失しており、針葉樹の樹種名まで鑑定することは

できなかった。

(2)黒色物質の分析

綿棒を用いて木材表面の土壌等の付着物を取り除いた後、黒色部分をメスで掻き取りFT一 IRで

分析を行った。(図 1)

その結果、有機物のC―H間の伸縮振動による2850～2960c面1付近の吸収がほとんど現れず、400～

1200cmlに土壌成分やサビに依ると考えられる吸収が強く現れた。

また、通常写真 (写真図版 1-4・ 5)と 赤外線写真 (写真図版 1-6。 7)を比較したところ、黒

色部分が赤外線写真
1)で は濃く写っていた。

これらの結果より炭素主体の物質 (例 えば炭、墨 (図 2))が付着した可能性が高いと考えられた。

1)赤外線写真や赤外線テレビカメラは墨が薄くなった木簡の解読に利用される。
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木質部採取位置

写
首

図
版

2D地区 SD05出 土鉄製品

1の通常写真

1の赤外線写真

木質部分の組織 (電子顕微鏡 )

(X120)

a.木口面

(× 600)
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5日 金屋南遺跡出土遺物の金属学的調査
パリノ・サーヴェイ株式会社

1日 は じめ に

本報告では、金屋南遺跡 (富山市金屋字川端)の発掘調査により出土した銑鉄や湯口塊、鍋破片炉

壁片を対象に金属学的調査を実施し、各遺物の性状を検証するとともに、鋳造技術の検討するための

基礎資料の作成を行う。

2日 試料

試料は、金屋南遺跡から検出された廃淳場より出土した

遺物4点である。試料の言羊細を表 1に示す。

3日 分析方法

以下に、各分析方法及び使用機器・装置を示す。

(1)外観観察

各遺物の特徴を肉眼及び実体顕微鏡にて観察し、その特徴をデジタルカメラにて記録する。

実体顕微鏡 :膨剪0型 (オ リンパス光学工業製)

デジタルカメラ :Finep� F401型 (富士写真フイルムエ業製)

(2)断面マクロ・ミクロ組織斬察

外観観察結果に基づき、各遺物の代表的な箇所を約15-に切出し、半分を成分分析、残り半分を

遺物断面が観察面になるよう樹脂に埋込み、研磨後に光学顕微鏡にて組織的特徴を観察・記録する。

光学顕微鏡 I BX51M型 (オ リンパス光学工業製)

(3)金属組織の元素分布と鉱物相の分析

組織観察に使用した埋込み試料を対象に金属組織は元素の分布状況を調査する。また、炉壁片は構

成鉱物相の定性分析をEPhrfA∝線マイクロアナライザー)にて行う。

EPIIA:」XA 8100型 (日 本電子製)

(4)成分分析

組織観察に使用した試料片について、銑鉄塊・湯口塊は錆や土砂の除去後に、鍋破片・炉壁片は土

砂を除去後に粉砕する。粉砕試料を分析試料とし、各遺物の平均組成を」IS法に準拠して調査する。

蛍螂 分析法 餌S K0116) 33Ю型 (リ ガク製)・ …銑鉄塊・湯口塊

湿式法 lJIS M認 12,8213)・ …鍋破片・炉壁片

4H結 果及び考 察

以下に、各試料の分析結果及び考察を示す。銑鉄塊・湯口塊の成分分析結果を表 2、 鍋破片の成分

分析結果を表 3、 炉壁片の成分分析結果を表 4、 炉壁片の鉱物相の定性分析結果を表 5に示す。

(1)銑鉄 (図 1、 表 2、 写真 1・ 2)

試料は、茶褐色で丸みを帯びた形状を呈する。タト周は錆で覆われているが、内部は金属鉄がよく残

存する。金属組織は白色のセメンタイト (化学組成 :Fe3C)と マトリックスがステダイト (化学組

成 :Fe3P)を 含むフェライト組織である。図11こ示したように硫黄 (S)が点在しているが、これは

非金属介在物の硫化鉄 (FeS)である。平均炭素量は3.620/0と 高く、硫責や隣も高い銑鉄である。隣

表 1 試料詳細

翻 名 大きさ(cm) 重量 (g)

銑鉄 5。 1*6。6*5.1 187.25

湯 口 3。7*4.5*2.7 52,(〕 ‖3

鍋破片 5。0*4.5*0.4 19,66

炉壁片 10.3*7.8*4.8 210.2
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が高いと溶銑の流動性を高める効果があることから、本試料は鋳造用の素材として使用されたことが

伺える。

(2)湯口 (図 1、 表 2、 写真 1・ 2)

試料は、銑鉄塊と同様の表面状況を示す。金属組織も同様に、セメンタイト及び僅かのステダイト

を含むフェライトからなる。平均炭素量は3.08%と 銑鉄塊より低 く、隣および硫責も少ないが、恐ら

く長時間の滞留で脱隣・脱硫が進んだためと考えられる。形状及び金属組織の分布状況からみて、本

試料は溶解炉の湯口近傍で固化した産物と推定される。

(3)鍋破片 (図 2、 表 3、 写真 1・ 2)

試料は、錆化が著しく、中央部に僅かの金属鉄が残存している。このような組織的特徴から、炭素

量は3.5%程度とみられる。金属組織はレーデブライト (白鋳鉄の急冷組織)を主体とする組織から

なる。全鉄に対する微量元素の濃度割合は、上記 2試料 (銑鉄塊・湯口塊)と概ね類似しており、本

試料の素材は上記の銑鉄塊と同様の組成を有する素材が使用されたことが伺える。

(4)炉壁片 (図 3、 表 4・ 5、 写真 1・ 2)

試料は、片側が湾曲する形状を呈する。内側には部分的に茶掲色の鉄錆が存在し、表層近傍は一部

に溶融領域が存在するが、未反応粘土鉱物も点在する。なお、試料は内部ほど、ほぼ全面にわたって

溶融しており、ファヤライト (化学組成 ;2FeO―Si02)組成に近い鉱物とガラス質珪酸塩からなり、

一部に球状の金属鉄が点在する。この金属鉄粒子からは、隣・ニッケル・コバルト等が検出され、本

試料と接触する金属鉄中にはこれらの元素が含まれていたことが伺える。したがって、本試料は溶解

炉の一部の可能性が考えられるが、溶融状態がさほど進んでいないことから、溶解炉においても比較

的上部に位置する箇所に相当する破片と推定される。

表2 銑鉄・湯口の成分分析結果 (単位 :重量%)

表 3 鍋破片の成分分析結果 (単位 :重量%)

表 4 炉壁片の成分分析結果 (単位 :重量%)

*:NttO十脆Oの合計

表 5 炉壁片の鉱物相の分析結果 (単位 :重量%)

試料猪 痣
Ｃ

壕
Ｓｉ

ン

ガ
Ｍｎ

マ 隣

Ｐ
鮫
Ｓ

銅

Ｃｕ

ニッケル
NI

ム口

Ｃｒ

ク

銑鉄塊 3.62 0.089 <0.ユ 0.0鶴 0.062 0.027 0.029 <0.ユ

湯口塊 3.08 0.006 <0.ユ 0。しИ 0.02ユ <0.1 0.030

試料名
鉄
Ｒ

全
Ｔ

マ ンガン

h/1n

隣

Ｐ 鮫
Ｓ

銅
Ｃｕ

力
Ｎｉ

ニ ム口

Ｃｒ

ク

鍋破片 93.0 0.65 0,069 0.032 0.048 0.022

試料名
鉄

馳

全

Ｔ
毀化第一鉄

FeO
唆化第二鉄

Fe203
酸化珪素

Si02

酸化アル
ミニウム

地 03

酸化カル
シウム
CaO

酸化マグ
ネシウム
Mn

駿化チタン
T102

酸化マ ン

ガン

h/hO

アルカリ半

NattK

炉壁片 13.2 57.8 20,0 2.00 IB6 0,70 0.078 4.25

分析箇所 P Cu Ni Cr

金属鉄 (① ) 0.09

分析箇所 FeO Si02 地 03 CaO MgO ■02 MnO 動05 アルカリ

フアヤライト (② ) 関 ユ 32.8 0.94 0,78 0.67 0.57 0,18

ガラス (③ ) 1.80 M4 26И 3.55

*:卜fψO+DOの合計

写真 1 各試料の外観写真及び試料採取位置 (1
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く て

務

写真 2 各試料のミクロ組織 (1・ 2:銑鉄、 3・ 4:湯口、 5。 6:鍋破片、 7・ 8:炉壁片 )

2.中央の粒状結晶がステダイ ト (Fe3P)、 4.マ トリックスがセメンタイ ト (Fe3C)、

5・ 6.白色結晶がレーデブライ ト組織を呈する金属鉄。他の灰色領域は鉄錆、

7.未反応粘土鉱物粒子 (矢 即)、 8.白色球状粒子が金属鉄

図 1 元素マッピング (上段 :銑鉄、下段 :湯口)
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SB06 Pll柱痕検出状況 SB10 P704土層断面


